
科目名 歴史総合 必履修 
使用 
教材 

現代の歴史総合 みる・読みとく・

考える（山川出版社） 

 

 

学年 

学級 

１学年  

普通科・創造理数科 
単位数 ２ 

教科 

担当 
川島、塚原 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追及したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成するこ

とを目指す。 

 

期  間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

中間考査まで 

 

第１章  結びつく世界と日本の開国 

18 世紀の東アジアにおける社会と経済 

貿易が結んだ世界と日本 

産業革命 

中国の開港と日本の開国 

第 2 章 国民国家とナショナリズム 

市民革命 

国民国家とナショナリズム 

第１章  アジア諸国と欧米諸国の関係の変 

容のなかで、伝統と文化、交流について主体

的に学習に取り組む。 

 

第２章 国民国家や帝国主義の特徴、植民地

とされた地域について学び、他国を尊重する

態度を養う 

1 学期 

期末考査まで 

 明治維新 

日本の産業革命 

帝国主義 

変容する東アジアの国際秩序 

日露戦争と東アジアの変動 

近代化と現代的な諸課題 

第２章 国民国家や帝国主義の特徴、植民地

とされた地域について学び、他国を尊重する

態度を養う 

２学期 

中間考査まで 

第３章 総力戦と社会運動 

３ ヴェルサイユ体制とワシントン体制 

～第４章 経済危機と第二次世界大戦 

 ３ 日中戦争への道 

第３章 第一次世界大戦後の国際協調体制の 

成立と限界について理解を深め、国際社会の

平和と発展に寄与する態度を養う 

 

第４章 第二次世界大戦の惨禍や大戦下の

人々の生活を通して、生命を尊ぶ態度を養う。 

２学期 

期末考査まで 

第４章 経済危機と第二次世界大戦 

 ４ 第二次世界大戦の展開 

～第５章 冷戦と世界経済 

  ２ 東西両陣営と１９６０年代の社会 

第５章 冷戦下の紛争地域と脱植民地化や地

域連携について学び、他国を尊重し、国際社

会の平和について考察できる。 

学年末 

考査まで 

 第５章 冷戦と世界経済 

  ３ 軍拡競争から緊張緩和へ  

～第６章 世界秩序の変容と日本 

  １０ 現代と私たち 

第６章 地域紛争が多発する現代における国

際連合の役割と安全保障の問題などの事例を

通して、正義と責任、および国際平和につい

て考察できる。 



 

普通科・創造理数 歴史総合のルーブリック 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育成
したい素養のうち
教科で重点的に育
成する素養 

知識・技能 論理的思考力  協働力・粘り強く取り組む力 

評価規準 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、世界とそ

の中の日本を広く相互的な

視野から捉え、現代的な諸課

題の形成に関わる近現代の

歴史を理解するとともに、諸

資料から歴史に関する様々

な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付

けている。  

近現代の歴史の変化に関わる事

象の意味や意義、特色などを、時

期や年代、推移、比較、相互の関

連や現在とのつながりなどに着

目して、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、歴史に

見られる課題を把握し解決を視

野に入れて構想したりする力や、

考察、構想したことを効果的に説

明したり、それらを基に議論した

りしている。  

近現代の歴史の変化に関わる諸

事象について、国家及び社会の形

成者として、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追究、解

決しようとしている。  

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、世界とそ

の中の日本を広く相互的な

視野から捉え、現代的な諸課

題の形成に関わる近現代の

歴史を理解するとともに、諸

資料から歴史に関する様々

な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付

け、応用することができる。 

近現代の歴史の変化に関わ
る事象の意味や意義、特色な
どを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念
などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする
力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それら
を基に議論し応用できる。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を身に
付け、よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究、解決しよ
うとし、それに基づいた行動をい
つもとることができる。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

近現代の歴史の変化に関わ
る諸事象について、世界とそ
の中の日本を広く相互的な
視野から捉え、現代的な諸課
題の形成に関わる近現代の
歴史を理解するとともに、諸
資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付
け、活用できる。 

近現代の歴史の変化に関わ
る事象の意味や意義、特色な
どを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念
などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする
力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それら
を基に議論したりしている。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を身に
付け、よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究、解決しよ
うとし、それに基づいた行動をし
ばしばとることができる。 

レベ

ル２ 

近現代の歴史の変化に関わ
る諸事象について、世界とそ
の中の日本を広く相互的な
視野から捉え、現代的な諸課
題の形成に関わる近現代の
歴史を理解するとともに、諸
資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能をある程
度身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わ
る事象の意味や意義、特色な
どを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念
などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする
力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それら
を基に議論したりしている
力を概ね身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を概ね
身に付けている。よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追
究、解決しようとし、それに基づ
いた行動を時々とることができ
る。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

近現代の歴史の変化に関わ
る諸事象について、世界とそ
の中の日本を広く相互的な
視野から捉え、現代的な諸課
題の形成に関わる近現代の
歴史を理解するとともに、諸
資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を理解し
ている。 

近現代の歴史の変化に関わる事
象の意味や意義、特色などを、時

期や年代、推移、比較、相互の関

連や現在とのつながりなどに着
目して、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、歴史に

見られる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする力や、

考察、構想したことを効果的に説

明したり、それらを基に議論した
りしている力を少し身に付けて

いる。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を身に
付けようと努力し、よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に
追究、解決しようとし、それに基
づいた行動を時々とることがで
きる。 

評価方法 
ペーパーテスト・５分間発
表・歴史総合新聞・授業での
討論内容 

ペーパーテスト・５分間発
表・歴史総合新聞・授業での
討論内容 

ペーパーテスト・５分間発表・歴
史総合新聞・授業での討論内容 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評価し、
最終的に A,B.C で記載 



科目名 地理総合 

 

必履修 

 

使用 

教材 

新地理総合（帝国書院） 

新詳高等地図（帝国書院） 

新地理資料 COMPLETE2026（帝国書院） 

学年 

学級 
1年 A,B,C,D,E,F,G 単位数 ２ 

教科 

担当 
松永 将一、木内 明彦 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

第 1 部 地図でとらえる現代世界 

第 1 章 地理情報とシステム 

地球上の位置と時差／地図の役割と種

類 

第 2 章 結び付きを深める現代世界 

現代世界の国家と領域／グローバル化

する世界 

第 2 部 国際理解と国際協力 

第 1 章 生活文化の多様性と国際理解 

生活文化の多様性／世界の地形と人々

の生活／世界の気候と人々の生活／世

界の言語・宗教と人々の生活 

第 1 部 

第 1 章：地図や地理情報システムの役割や有用性などについて理解するととも

に、情報の収集、読図、まとめる技能を身に付ける。 

 

第 2 章：世界的視野から見た日本の位置、国内や国家間の結び付きなどを多面

的・多角的に考察する。 

 

第 2 部 

第 1 章：世界の人々の生活文化について、多様性や変容の要因などを多面的・多

角的に考察する。 

２学期 

歴史的背景と人々の生活／世界の産業

と人々の生活 

第 2 章 地球的課題と国際協力 

複雑に絡み合う地球的課題 

地球環境問題／資源・エネルギー問題

／人口問題／食料問題／都市・居住問

題 

第 2 章：世界各地で見られる環境、資源・エネルギー、人口、食料、都市問題な

どの地球的課題について、現状や要因、解決の方向性などを多面的・多角的に考

察するとともに、そこで見られる課題を主体的に解決しようとする態度を養う。 

３学期 

第 3 部 持続可能な地域づくりと私た

ち 

第 1 章 自然環境と防災 

日本の自然環境／地震・津波と防災／

火山災害と防災／気象災害と防災／自

然災害への備え 

第 2 章 生活圏の調査と地域の展望 

生活圏の調査と地域の展望 

第 3 部 

第 1 章：自然環境と防災について、地域の共通点や差異、持続可能な地域づくり

などに着目して、そこで見られる課題を主体的に解決しようとする態度を養う。 

 

第 2 章：生活圏の調査と地域の展望について、そこで見られる課題を主体的に解

決しようとする態度を養う。 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

・授業に集中して取り組み、積極的な発言を求める。現代世界の出来事を地理的視点から自らの問題として考える態度

を養う。年４回の定期テストの他に、小テスト等を適宜行う。地理的課題についての調査・グループワーク・討論等を

行う。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 論理的思考力 協働力・粘り強く取り組む力 

評価規準 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けて
いる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論し
たりしている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、よ
りよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追及、
解決しようとしている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付け、
応用することができる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論し
応用することができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をいつもとること
ができる。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付け、
活用できる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論す
ることができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をしばしばとるこ
とができる。 

レベ

ル２ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能をある程度身
に付けている。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論す
る力を概ね身に付けている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を概ね身に付けてい
る。そして、よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を
主体的に追及、解決しようとし、
それに基づいた行動を時々とる
ことができる。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を理解してい
る。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論す
る力を若干身に付けている。 

地理に関わる諸事象について、国
家及び社会の形成者として、基本
的な姿勢を身に付けようと努力
している。そして、よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追及、解決しよう
とし、それに基づいた行動を時々
とることができる。 

評価方法 
・ペーパーテスト・ワークシ
ート・行動観察 

・ペーパーテスト・ワークシ
ート・行動観察 

・ペーパーテスト・ワークシー
ト・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4段階で評価し、
最終的に A,B.C で記載 



科目名 公共 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 

教材 

公共 新訂版 共につくる未来（実教出版） 

最新図説 公共（浜島書店） 

 

学年 

学級 
２年全クラス 単位数 ２ 

教科 

担当 
野口英法 山田駿 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

第 1 部 公共の扉 

 倫理分野 

第１章 社会を作る私たち 

第２章 人間としてよく生きる 

第３章 他者とともに生きる 

第４章 民主社会の倫理 

・人間は，個人として相互に尊重されるべき存在であるととも

に，対話を通して互いの様々な立場を理解し高め合うことので

きる社会的な存在であること，伝統や文化，先人の取組や知恵

に触れたりすることなどを通して，自らの価値観を形成すると

ともに他者の価値観を尊重することができるようになる存在で

あることについて理解させる。 

期末考査 

まで 

政治分野 

第 5 章 民主国家における基本原理 

第２部 よりよい社会の形成に参加する私た

ち 

第１章 日本国憲法の基本的性格 

第 2 章 日本の政治機構と政治参加 

・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通して，

人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を共に図

ることが，公共的な空間を作る上で必要であることについて理

解させる。 

・個人の尊重，民主主義，法の支配など，公共的な空間におけ

る基本的原理について理解させる。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

 経済分野 

第１章 現代の経済社会 

第 2 章 日本経済の特質と国民生活 
 

・雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢社会におけ

る社会保障の充実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の働

きなどに関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正かつ自由な

経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図られるこ

と，市場経済システムを機能させたり国民福祉の向上に寄与し

たりする役割を政府などが担っていること及びより活発な経済

活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要であることに

ついて理解させる。 

期末考査 

まで 

 国際分野 

第１章 国際政治の動向と課題 

第 2 章 国際経済の動向と課題 

 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，

合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向

けて事実を基に協働して考察したり構想したりしたことを，論

拠をもって表現させる。 

３

学

期 

学年末考査

まで 

第３部 持続可能な社会づくりの主体となる

私たち 

 
 

この科目のまとめとして位置付け，社会的な見方・考え方を総

合的に働かせ，第 1 部で身に付けた選択・判断の手掛かりとな

る考え方や公共的な空間における基本的原理などを活用すると

ともに，第 1 部及び第 2 部で扱った課題などへの関心を一層高

める 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

毎時間他者との意見共有と振り返りを行い、知識の定着のみならず、思考力や表現力を高めることを目指します。また、

政治分野、経済分野においては中学校までの既習事項も踏まえながら、授業内での議論を行います。民主社会の形成者

として積極的に社会に参画する態度を養っていきましょう。特に授業内では自らの意見を述べるだけでなく、多くの人

の意見を聞く機会もあると思います。他者の意見も尊重し、考える力を養っていきましょう。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力を身に付
けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力を身に付けている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法について考察で
きている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
を身に付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力を十分に
身に付けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力を十分に身に付け
ている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法について十分に
考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
を十分に身に付けている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力をほぼ身
に付けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力をほぼ身に付けて
いる。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法についておおよ
そ考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
をほぼ身に付けている。 

２ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力をある程
度身に付けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力をある程度身に付
けている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法についてある程
度考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
をある程度身に付けている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力を身に付
けようとしている。 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
しようとしている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法について考察し
ようとしている 

民主社会を構成する市民として、
積極的に社会の諸問題の解決に
向けて考察しようとする態度を
身に付けようとしている 

 

評価方法 
 

 

定期テスト・振り返り学習 

定期テスト ワークシート 

共有シート 振り返り 

中間課題 レポート 

振り返り ワークシート 
中間課題 

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 



科目名 日本史探究 選択必履修 
使用 
教材 

詳説日本史（山川出版社） 

日本史用語集（山川出版社） 

新詳日本史（浜島書店） 

学年 
学級 ２年Ａ～Ｇ組 単位数 ２ 

教科 
担当 武藤 正人 

 

 
 

 
 
 

期  間 授  業  計  画 到達目標 

１

学

期 

中間考査まで 

オリエンテーション 
旧石器時代の日本 
弥生文化と小国家の形成 
大和王権と古墳文化 
飛鳥の朝廷と文化 
律令国家の形成と白鳳文化 

日本列島における人類の生活のはじ

まりについて考察する。その際、自

ら問いを表現し、史料に基づいて考

察することで、主体的に歴史を探究

する態度を育む。 

期末考査まで 

平城京と天平文化 
平安遷都と唐風文化 
貴族社会と摂関政治 
国風文化 
朝廷世界の変容 
武士の政治進出 

奈良時代から中世のはじまりにかけ

ての日本列島の歴史について探究す

る。その際、自ら問いを表現し、史

料に基づいて考察することを通し

て、時代の転換点について説明でき

るようにする。 

２

学

期 

中間考査まで 

鎌倉幕府の誕生 
執権による政治 
モンゴル襲来と社会の変貌 
鎌倉の仏教と文化 
南北朝の動乱と室町幕府の成立 
倭寇と東アジア国際交流 
室町時代の社会と経済活動 

鎌倉幕府の誕生から室町時代にかけ

ての日本列島の歴史について、世界
の中の日本の視点をふまえて探究す
る。その際、修学旅行をふまえ、琉

球と日本の関係について説明できる
ようにするとともに、琉球・沖縄に
ついてプレゼンテーションを行う。 

期末考査まで 

自立する戦国大名 
室町文化 
地球的世界の形成と日本 
織豊政権による全国統一 
桃山文化 
江戸幕府と大名・朝廷 

日本の近世社会について、中世から
の転換となる画期をふまえ、その特
徴を表現できるようにする。その

際、基本的な史料などを用いて問い
（課題）を追究し、説明できるよう
にする。 

３

学

期 

学年末考査まで 

近世の身分と人々の暮らし 
アジアのなかの幕藩体制 
武断政治から文治政治へ 
幕藩体制下の社会の発展 

日本の近世社会の展開について、世
界の中の日本の視点をふまえて考察

する。その際、史料を読み取り、時
代の特徴を説明できるようにする。 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 
２学年では、世界の中の日本という視点をふまえて、日本列島における人類のあゆみを総合的に考察する。その際、

中学校社会科歴史的分野や１学年での歴史総合をふまえ、諸資料を活用し、問いを表現することを通して、知識・技能、

思考力・判断力・表現力を高めることを目指す。予習を前提として授業が展開されるので、該当部分の教科書をよく読

み、用語集等で確認をしておくことが求められる。主体的・対話的な態度で授業に取り組むこと。修学旅行の事前学習

も適宜実施する。また、定期考査においては基礎知識の正確な理解、それをふまえた論述も出題される。 



 
 
 
 
 

 
 
 
 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
日本史で用いられる語句の
意味や定義を理解する力を
身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、自分の意
見や他者の意見を聞きながら合意形成
をする力を身に付けている。 
歴史的事項の解決に向けて、問題の本
質を理解し解決の方法について考察で
きている 

 民主社会を構成する市民と
して、歴史的な知識や思考法
を踏まえて、積極的に社会の
諸問題の解決に向けて考察し
ようとする態度を身に付けて
いる。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
日本史で用いられる語句の
意味や定義を理解する力を
十分に身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、自分の意
見や他者の意見を聞きながら合意形成
をする力を十分に身に付けている。 
歴史的事項の解決に向けて、問題の本
質を理解し解決の方法について十分に
考察できている 

 民主社会を構成する市民と
して、歴史的な知識や思考法
を踏まえて、積極的に社会の
諸問題の解決に向けて考察し
ようとする態度を十分に身に
付けている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
日本史で用いられる語句の
意味や定義を理解する力を
ほぼ身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、自分の意
見や他者の意見を聞きながら合意形成
をする力をほぼ身に付けている。 
歴史的事項の解決に向けて、問題の本
質を理解し解決の方法についておおよ
そ考察できている 

 民主社会を構成する市民と
して、歴史的な知識や思考法
を踏まえて、積極的に社会の
諸問題の解決に向けて考察し
ようとする態度をほぼ身に付
けている。 

２ 
日本史で用いられる語句の
意味や定義を理解する力を
ある程度身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、自分の意
見や他者の意見を聞きながら合意形成
をする力をある程度身に付けている。 
歴史的事項の解決に向けて、問題の本
質を理解し解決の方法についてある程
度考察できている 

 民主社会を構成する市民と
して、歴史的な知識や思考法
を踏まえて、積極的に社会の
諸問題の解決に向けて考察し
ようとする態度をある程度身
に付けている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
日本史で用いられる語句の
意味や定義を理解する力を
身に付けようとしている。 

歴史的事項の解決に向けて、自分の意
見や他者の意見を聞きながら合意形成
しようとしている。 
歴史的事項の解決に向けて、問題の本
質を理解し解決の方法について考察し
ようとしている 

民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を
踏まえて、積極的に社会の諸
問題の解決に向けて考察しよ
うとする態度を身に付けよう
としている 

評価方法 

 

定期テスト・振り返り学習・

など 

定期テストなど 定期テストなど 

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.Cで記
載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 



科目名 世界史探究 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

山川出版社（詳説世界史） 
山川出版社（世界史用語集） 
山川出版社（詳説世界史図録） 
山川出版社（世界史ナビ） 

学年 

学級 
2年 A～G組 単位数 ２ 

教科 

担当 
津野田 興一 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

第１章 文明の成立と古代文明の特質 

・文明の誕生 ・古代オリエント 

・南アジアの古代文明 ・中国の古代文明 

・南北アメリカ文明 

第 2 章 中央ユーラシアと東アジア世界 

・草原とオアシスの世界 ・秦漢帝国 

人類の誕生と古代文明の成立と発展、および中央

ユーラシア世界の展開を、各文明圏を対比しなが

ら考察する。その際、基本的な史料などを用いる

ことで、生徒が主体的に歴史像を構築できるよう

配慮する。 

期末考査 

まで 

・中国の動乱と変容 ・東アジア文化圏の形成 

第 3 章 南アジア世界と東南アジア世界の展開 

・仏教の成立と統一国家の形成 

・インド古典文化の形成 

・東南アジア世界の形成と展開 

第４章 西アジアと地中海周辺の国家形成 

・イラン文明 

遊牧世界と農耕世界の関係性の中から、アジアの

古代世界の形成について考察する。その際、基本

的な史料などを用いることで、生徒が主体的に歴

史像を構築できるよう配慮する。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

・ギリシア人の都市国家 ・ローマと地中海世界 

・キリスト教の成立と発展 

第 5 章 イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の形成 

・アラブの大征服とイスラーム政権の成立 

・ヨーロッパ世界の形成 

地中海世界の形成と展開過程について、その特徴

を宗教と関連させながら考察する。その際、基本

的な史料などを用いることで、生徒が主体的に歴

史像を構築できるよう配慮する。 

期末考査 

まで 

第６章 イスラーム教の伝播と西アジアの動向 

・イスラーム教の伝播 ・西アジアの動向 

第 7 章 ヨーロッパ世界の変容と展開 

・西ヨーロッパの封建社会と展開 

・東ヨーロッパ世界の展開 

イスラーム教の成立と発展、および世界史への影

響について、キリスト教世界の成立と対比しなが

ら考察する。その際、基本的な史料などを用いる

ことで、生徒が主体的に歴史像を構築できるよう

配慮する。 

３

学

期 

学年末考査

まで 

・西ヨーロッパ世界の変容 ・西ヨーロッパの中世文化 

第８章 東アジア世界の展開とモンゴル帝国 

・アジア地域の自立化と宋 

・モンゴルの大帝国 

第９章 大交易・大交流の時代 

・明と東部ユーラシア世界 

・ヨーロッパの海洋進出 

中世ヨーロッパ世界の発展と展開について、東西

の対立と協調という側面から考察する。また、ユ

ーラシア世界全体を俯瞰しながら、グローバル化

の進展について学習する。その際、基本的な史料

などを用いることで、生徒が主体的に歴史像を構

築できるよう配慮する。 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

２学年では、人類の誕生から古代世界の形成、そして中世を経て近世のグローバル化の展開過程について学習する。そ

の際、歴史をただ覚えるのではなく、現代に繋がる過程として理解し、今日の世の中について一人ひとりが考察するき

っかけになるよう授業展開をおこなうこととする。授業では予習を前提とし、知識・理解については特に教えることは

しない。ほぼすべてが生徒による考察と議論、表現になるだろう。従って、みずから問題やテーマを見出しながら、歴

史的思考力を働かせて歴史像やつながりを発見することが大切となる。主体的・能動的な態度で授業に取り組むこと。

また、定期考査においては世界史の基礎知識の正確な理解、それを踏まえた世界史の流れや意味を適切な文章として自

ら表現できるかどうかも重要な評価規準となる。授業内で常に振り返りを行いつつ、探究的内容の理解を深めてゆく。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を身に
付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力を身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について考察できてい
る 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度を身に付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を十分
に身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力を十分に身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について十分に考察で
きている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度を十分に身に付けている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力をほぼ
身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力をほぼ身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法についておおよそ考察
できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度をほぼ身に付けている。 

２ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力をある
程度身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力をある程度身に付けてい
る。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法についてある程度考察
できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度をある程度身に付けている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を身に
付けようとしている。 

歴史的事項の解決に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成しよう
としている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について考察しようと
している 

民主社会を構成する市民として、
歴史的な知識や思考法を踏まえ
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
を身に付けようとしている 

 

評価方法 
 

 

定期テスト・振り返り学習・

小テストなど 

定期テスト 

共有シート 振り返り 

レポートなど 

振り返り ワークシート 
レポートなど 

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 



科目名 地誌 自由選択 
使用 
教材 

新詳地理探究（帝国書院） 

新詳高等地図（帝国書院） 

新詳地理資料 2024（帝国書院） 

ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸｵﾌﾞｻﾞﾜｰﾙﾄﾞ 2026（二宮書店） 

地理の整理と演習 2026（東京法令出版） 

学年 

学級 
３年文系(自由選択) 単位数 ２ 

教科 

担当 
松永 将一 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

1 節 中国 

２節 朝鮮半島 

３節 東南アジア 

東アジア、東南アジアにみられる地域的特色や地球的課題、

地域の結び付き、構造や変容などを地誌的に理解するすると

ともに、これらのことを多面的・多角的に考察する。 

期末考査 

まで 

４節 インド 

５節 西アジアと中央アジア 

６節 北アフリカとサハラ以南アフリカ 

南アジア、西アジア、中央アジア、アフリカにみられる地域

的特色や地球的課題、地域の結び付き、構造や変容などを地

誌的に理解するするとともに、これらのことを多面的・多角

的に考察する。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

７節 ＥＵ諸国 

８節 ロシア 

９節 アメリカ合衆国 

ヨーロッパ、ロシア、アングロアメリカにみられる地域的特

色や地球的課題、地域の結び付き、構造や変容などを地誌的

に理解するするとともに、これらのことを多面的・多角的に

考察する。 

期末考査 

まで 

１０節 ラテンアメリカ 

１１節 オセアニア 

１２節 日本 

ラテンアメリカ、オセアニア、日本にみられる地域的特色や

地球的課題、地域の結び付き、構造や変容などを地誌的に理

解するするとともに、これらのことを多面的・多角的に考察

する。 

３

学

期 

学年末考査

まで 

共通テスト対策等の演習 

 

 

 

 

 

 
 

共通テスト・国公立 2 次・私大の過去問や対策問題を解ける

ようにする。 

 

 

 

 

 
 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

授業中に集中して取り組む。大学受験対象者が中心の授業であるため地理事象を理解するとともに、地図、統計、図表

などを読み取る力をつけるなど、入試問題に対応できるようにする。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 論理的思考力 協働力・粘り強く取り組む力 

評価規準 

いくつかの地域に区分した現
代世界の諸地域を地誌的に理
解しているとともに、地図や
地理情報システムなどを用い
て、調査や諸資料から地理に
関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を
身に付けている。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論したりし
ている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、よ
りよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追及、
解決しようとしている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 

いくつかの地域に区分した現
代世界の諸地域を地誌的に理
解しているとともに、地図や
地理情報システムなどを用い
て、調査や諸資料から地理に
関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を
身に付け、応用することがで
きる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論し応用す
ることができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をいつもとること
ができる。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 

いくつかの地域に区分した現
代世界の諸地域を地誌的に理
解しているとともに、地図や
地理情報システムなどを用い
て、調査や諸資料から地理に
関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を
身に付け、活用できる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論すること
ができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をしばしばとるこ
とができる。 

２ 

いくつかの地域に区分した現
代世界の諸地域を地誌的に理
解しているとともに、地図や
地理情報システムなどを用い
て、調査や諸資料から地理に
関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を
ある程度身に付けている。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論する力を
概ね身に付けている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を概ね身に付けてい
る。そして、よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を
主体的に追及、解決しようとし、
それに基づいた行動を時々とる
ことができる。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 

いくつかの地域に区分した現
代世界の諸地域を地誌的に理
解しているとともに、地図や
地理情報システムなどを用い
て、調査や諸資料から地理に
関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を
理解している。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論する力を
若干身に付けている。 

地理に関わる諸事象について、国
家及び社会の形成者として、基本
的な姿勢を身に付けようと努力
している。そして、よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追及、解決しよう
とし、それに基づいた行動を時々
とることができる。 

 

評価方法 
 

ペーパーテスト、ワークシー
ト、行動観察 

ペーパーテスト、ワークシー
ト、行動観察 

ペーパーテスト、ワークシート、
行動観察 

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 



科目名 地理探究(系統地理) 
必履修 

自由選択 

使用 
教材 

新詳地理探究（帝国書院） 

新詳高等地図（帝国書院） 

新詳地理資料 2024（帝国書院） 

ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸｵﾌﾞｻﾞﾜｰﾙﾄﾞ 2026（二宮書店） 

地理の整理と演習 2026（東京法令出版） 

学年 

学級 

３年文系(必履修) 

３年理系(自由選択) 
単位数 ２ 

教科 

担当 
松永 将一 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

第 1 章 自然環境 

 

第 2 章 資源と産業 

 
 

地形、気候、生態系などの諸事象について、その空間的な規

則性や傾向性、地球環境問題を理解し、関連する地球的課題

の要因や動向などを多面的・多角的に考察する。 

 
 

期末考査 

まで 

第 2 章 資源と産業 

 

 

 

 

資源・エネルギーや農業、工業などの諸事象について、その

空間的規則性や傾向性、資源・食料問題を理解し、関連する

地球的課題の要因や動向などを多面的・多角的に考察する。 

 

 

２

学

期 

中間考査 

まで 

第 3 章 交通・通信と観光・貿易 

 

 

第 4 章 人口、村落、都市 
 

交通・通信、観光・貿易などの諸事象について、その空間的

規則性や傾向性、諸問題を理解し、関連する地球的課題の要

因や動向などを多面的・多角的に考察する。 

人口、村落・都市などの諸事象について、その空間的規則性

や傾向性、人口・都市問題等を理解し、関連する地球的課題

の要因や動向などを多面的・多角的に考察する。 

期末考査 

まで 

第５章 生活文化、民族・宗教 

 

 

 

 

生活文化、民族・宗教などの諸事象について、その空間的規

則性や傾向性、民族問題等を理解し、関連する地球的課題の

要因や動向などを多面的・多角的に考察する。 

 

 

３

学

期 

学年末考査

まで 

共通テスト対策等の演習 

 

 

 

 

 

 
 

共通テスト・国公立 2 次・私大の過去問や対策問題を解ける

ようにする。 

 

 

 

 

 
 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

授業中に集中して取り組む。大学受験対象者が中心の授業であるため地理事象を理解するとともに、地図、統計、図表

などを読み取る力をつけるなど、入試問題に対応できるようにする。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 論理的思考力 協働力・粘り強く取り組む力 

評価規準 

地理に関わる諸事象に関し
て、自然環境、資源と産業、
交通・通信と観光・貿易、人
口、村落・都市、生活文化、
民族・宗教などを理解してい
るとともに、地図や地理情報
システムなどを用いて、調査
や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付
けている。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論したりし
ている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、よ
りよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追及、
解決しようとしている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 

地理に関わる諸事象に関し
て、自然環境、資源と産業、
交通・通信と観光・貿易、人
口、村落・都市、生活文化、
民族・宗教などを理解してい
るとともに、地図や地理情報
システムなどを用いて、調査
や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付
け、応用することができる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論し応用す
ることができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をいつもとること
ができる。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 

地理に関わる諸事象に関し
て、自然環境、資源と産業、
交通・通信と観光・貿易、人
口、村落・都市、生活文化、
民族・宗教などを理解してい
るとともに、地図や地理情報
システムなどを用いて、調査
や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付
け、活用できる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論すること
ができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をしばしばとるこ
とができる。 

２ 

地理に関わる諸事象に関し
て、自然環境、資源と産業、
交通・通信と観光・貿易、人
口、村落・都市、生活文化、
民族・宗教などを理解してい
るとともに、地図や地理情報
システムなどを用いて、調査
や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能をある程
度身に付けている。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論する力を
概ね身に付けている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を概ね身に付けてい
る。そして、よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を
主体的に追及、解決しようとし、
それに基づいた行動を時々とる
ことができる。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 

地理に関わる諸事象に関し
て、自然環境、資源と産業、
交通・通信と観光・貿易、人
口、村落・都市、生活文化、
民族・宗教などを理解してい
るとともに、地図や地理情報
システムなどを用いて、調査
や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を理解し
ている。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、多面的・多角的
に考察したり、地理的な課題
の解決に向けて構想したり、
それらを基に議論する力を
若干身に付けている。 

地理に関わる諸事象について、国
家及び社会の形成者として、基本
的な姿勢を身に付けようと努力
している。そして、よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追及、解決しよう
とし、それに基づいた行動を時々
とることができる。 

 

評価方法 
 

ペーパーテスト、ワークシー
ト、行動観察 

ペーパーテスト、ワークシー
ト、行動観察 

ペーパーテスト、ワークシート、
行動観察 

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 



科目名 日本史探究演習α 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 

教材 

詳説日本史探究（山川出版社） 

日本史史料一問一答（東進ブックス） 

新詳日本史（浜島書店） 

日本史用語集（山川出版社） 

学年 

学級 
３年 必選 単位数 ４ 

教科 

担当 
大野新一 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

 １ 幕政の改革 

 ２ 宝暦・天明期の文化 

 ３ 幕府の衰退と近代への道 

 ４ 化政文化 

 ５ 開国と幕末の動乱 

 ６ 幕府の松房と新政府の発足 

近世後期の社会について、国際社会の動向

との関連に留意して理解を深める。 

近代社会への転換点について、資料に基づ

いて探究する。 

期末考査 

まで 

１ 廃藩置県 

２ 文明開化 

３ 明治初期の対外関係 

４ 政府への反抗 

５ 自由民権運動 

６ 日清戦争と三国干渉 

７ 産業革命と資本主義の定着 

８ 教育制度の整備と新しい文化 

９ 日露戦争と帝国日本 

10 日露戦争後の社会と政治 

近代社会の展開について、世界の中の日本

の観点から考察し、理解を深める。 

国民国家の成立、対外戦争、資本主義の定

着などについて、国民生活との関わりに留

意しながら資料に基づいて探究する。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

 １ 都市化・重工業化と生活の変化 

 ２ 政党政治とデモクラシー 

 ３ 国際社会の中の日本 

 ４ 昭和恐慌と立憲政治の動揺 

 ５ 中国侵略と戦時体制への移行 

 ６ 戦時体制の強化と第二次世界大戦の展開 

 ７ 占領と日本国憲法の成立 

 ８ 冷戦の開始と経済復興 

 ９ 国際社会への復帰と対米協調  

両大戦間期の日本について、世界の中の日

本の観点から考察し、理解を深める。 

第二次世界大戦と日本について、政治・外

交・経済・国民生活など多面的に探究し、現

代社会とのかかわりに留意しながら資料に

基づいて理解を深める。 

期末考査 

まで 

 １ 高度経済成長 

 ２ 1970 年代の国際社会と日本 

 ３ 安定成長への転換 

 ４ 激変する世界と日本 

 ５ 21 世紀の日本 

 ６ 現代日本の課題の探究 

戦後の日本社会について、世界の中の日本

の観点から多面的に考察するとともに、現

代日本の課題について、資料に基づいて探

究する。 

３ 
学年末考査

まで 

・共通テスト対策 

・論述指導 

・その他講習 

他教科とのバランスを考慮しつつ、受験対

策の演習を通じて知識を確実なものとす

る。 

 

学習のポイント 

・日本史探究演習β(３単位)と共通科目として展開する。 

・近現代史を中心に、歴史総合を意識しつつ、世界の中の日本の観点から多面的・多角的に考察する。 

・さまざまな資料を活用し、資料に基づいた問いの表現、仮説の探究を行う。 

・確認テストとして大学入試問題の演習を行う。 

・相互採点、相互解説を行い、大学入試問題の演習を通して探究的な学びを展開する。 



 

 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力を身に付けている。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法について考察でき
ている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度を身に付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
十分に身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力を十分に身に付けて
いる。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法について十分に考
察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度を十分に身に付けてい
る。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
ほぼ身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力をほぼ身に付けてい
る。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法についておおよそ
考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度をほぼ身に付けている。 

２ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
ある程度身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力をある程度身に付け
ている。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法についてある程度
考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度をある程度身に付けてい
る。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
身に付けようとしている。 

歴史的事項の解決に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成し
ようとしている。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法について考察しよ
うとしている 

民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度を身に付けようとしてい
る 

評価方法 
 

定期テスト 

振り返り確認テストなど 

定期テスト 

振り返り確認テストなど 

出席状況、グループワークへの
取り組みなど  

観点別評価 
数値で評価し、最終的に A、
B、C で記載する 

数値で評価し、最終的に A、
B、C で記載する 

数値で評価し、最終的に A、B、
C で記載する 
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科目名 日本史探究演習β 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 

教材 

詳説日本史探究（山川出版社） 

日本史史料一問一答（東進ブックス） 

新詳日本史（浜島書店） 

日本史用語集（山川出版社） 

学年 

学級 
３年 必選 単位数 ３ 

教科 

担当 
大野新一 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

 １ 幕政の改革 

 ２ 宝暦・天明期の文化 

 ３ 幕府の衰退と近代への道 

 ４ 化政文化 

 ５ 開国と幕末の動乱 

 ６ 幕府の松房と新政府の発足 

近世後期の社会について、国際社会の動向

との関連に留意して理解を深める。 

近代社会への転換点について、資料に基づ

いて探究する。 

期末考査 

まで 

１ 廃藩置県 

２ 文明開化 

３ 明治初期の対外関係 

４ 政府への反抗 

５ 自由民権運動 

６ 日清戦争と三国干渉 

７ 産業革命と資本主義の定着 

８ 教育制度の整備と新しい文化 

９ 日露戦争と帝国日本 

10 日露戦争後の社会と政治 

近代社会の展開について、世界の中の日本

の観点から考察し、理解を深める。 

国民国家の成立、対外戦争、資本主義の定

着などについて、国民生活との関わりに留

意しながら資料に基づいて探究する。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

 １ 都市化・重工業化と生活の変化 

 ２ 政党政治とデモクラシー 

 ３ 国際社会の中の日本 

 ４ 昭和恐慌と立憲政治の動揺 

 ５ 中国侵略と戦時体制への移行 

 ６ 戦時体制の強化と第二次世界大戦の展開 

 ７ 占領と日本国憲法の成立 

 ８ 冷戦の開始と経済復興 

 ９ 国際社会への復帰と対米協調  

両大戦間期の日本について、世界の中の日

本の観点から考察し、理解を深める。 

第二次世界大戦と日本について、政治・外

交・経済・国民生活など多面的に探究し、現

代社会とのかかわりに留意しながら資料に

基づいて理解を深める。 

期末考査 

まで 

 １ 高度経済成長 

 ２ 1970 年代の国際社会と日本 

 ３ 安定成長への転換 

 ４ 激変する世界と日本 

 ５ 21 世紀の日本 

 ６ 現代日本の課題の探究 

戦後の日本社会について、世界の中の日本

の観点から多面的に考察するとともに、現

代日本の課題について、資料に基づいて探

究する。 

３ 
学年末考査

まで 

・共通テスト対策 

・論述指導 

・その他講習 

他教科とのバランスを考慮しつつ、受験対

策の演習を通じて知識を確実なものとす

る。 

 

学習のポイント 

・日本史探究演習α(４単位)と共通科目として展開する。 

・近現代史を中心に、歴史総合を意識しつつ、世界の中の日本の観点から多面的・多角的に考察する。 

・さまざまな資料を活用し、資料に基づいた問いの表現、仮説の探究を行う。 

・確認テストとして大学入試問題の演習を行う。 

・相互採点、相互解説を行い、大学入試問題の演習を通して探究的な学びを展開する。 
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ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力を身に付けている。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法について考察でき
ている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度を身に付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
十分に身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力を十分に身に付けて
いる。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法について十分に考
察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度を十分に身に付けてい
る。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
ほぼ身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力をほぼ身に付けてい
る。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法についておおよそ
考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度をほぼ身に付けている。 

２ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
ある程度身に付けている 

歴史的事項の解釈に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成を
する力をある程度身に付け
ている。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法についてある程度
考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度をある程度身に付けてい
る。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
日本史探究で用いられる語句
の意味や定義を理解する力を
身に付けようとしている。 

歴史的事項の解決に向け
て、自分の意見や他者の意
見を聞きながら合意形成し
ようとしている。 
歴史的事項の解決に向け
て、問題の本質を理解し解
決の方法について考察しよ
うとしている 

民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏
まえて、積極的に社会の諸問題
の解決に向けて考察しようとす
る態度を身に付けようとしてい
る 

評価方法 
 

定期テスト 

振り返り確認テストなど 

定期テスト 

振り返り確認テストなど 

出席状況、グループワークへの
取り組みなど  

観点別評価 
数値で評価し、最終的に A、
B、C で記載する 

数値で評価し、最終的に A、
B、C で記載する 

数値で評価し、最終的に A、B、
C で記載する 



科目名 世界史α 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

山川出版社 (詳説世界史) 
山川出版社 (用語集) 
浜島書店  (アカデミア世界史) 
山川出版社 (一問一答) 
東京法令出版(問題集) 

学年 

学級 
３年 必選 単位数 ４ 

教科 

担当 
佐藤慎 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

東アジア世界の展開とモンゴル帝国  

・宋と契丹、西夏、金 

・大モンゴル帝国 

大交易の時代  

・明とヨーロッパ諸国の海洋進出 

・アメリカ大陸の変容 

東アジアにおける「ユーラシア型国家」の展開と

宋について、日本の動向も含めて理解し、大モン

ゴル帝国との関係について考察する。アジア・ア

フリカ・ヨーロッパ・アメリカの諸大陸が、歴史

上はじめてつながる歴史的背景を理解して表現

する。 

期末考査 

まで 

アジアの近世帝国  

・オスマン帝国とサファヴィー朝、ムガル帝国 

・清の発展 

近世ヨーロッパ社会の展開  

・ルネサンスと宗教改革 

・主権国家体制の成立 

・科学革命と啓蒙思想 

アジアの近世帝国の歴史的特徴と展開過程を、中

世までの歴史を踏まえて考察する。いっぽう、そ

れとは異なる近世国家を形成したヨーロッパの

社会経済的状況について、思想面に着目しながら

検討し、表現する。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

二重革命の時代  

・産業革命 

・アメリカ独立革命とフランス革命 

・ラテンアメリカの独立と課題 

ヨーロッパにおける国民国家建設  

・ウィーン体制とヨーロッパ諸国の国民国家建設 

・アメリカ合衆国の発展と 19 世紀の欧米文化 

産業革命とフランス革命という大きな変革が、ヨ

ーロッパと世界に与えた影響について考察する。

また、ラテンアメリカ社会の形成について理解す

ると同時に、ヨーロッパにおける国民国家形成の

特徴と功罪両面を検討する。また、これらの背景

に存在する科学と思想的な側面について考え、表

現する。 

期末考査 

まで 

アジア諸地域の変動  

・西アジア、南アジア、東南アジア、東アジアの動揺と近

代化への模索 

帝国主義とアジアの民族運動  

・第 2 次産業革命と列強の世界分割 

・アジアの民族運動 

欧米諸国の進出にともなうアジア諸地域の対応

について考察する。第 2次産業革命の進展による

欧米諸国の帝国主義化と世界分割について理解

する。さらに、アジアにおける民族運動の実際に

ついて検討し、表現する。 

３

学

期 

学年末考査

まで 

・共通テスト対策 

・論述指導 

・その他講習 

他教科とのバランスを考慮しつつ、共通テスト・

二次試験のための論述対策・私大対策を実施す

る。 

 

２学年では教科書第１章～７章について学習した。必選世界史では近世から現代の歴史を扱う。受験を念頭に置いた内

容量が豊富な授業を展開するが、授業では必要なことを必ずメモする習慣をつけて欲しい。また、周辺の生徒どうしの

対話を通じて、世界史の授業内容を主体的に学んでいくことを期待する。能動的に世界史を学び、歴史を通じて現在の

世界に目を向け、自分の頭で歴史について考え、表現できるようになろう。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を身に
付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力を身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について考察できてい
る 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度を身に付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を十分
に身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力を十分に身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について十分に考察で
きている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度を十分に身に付けている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力をほぼ
身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力をほぼ身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法についておおよそ考察
できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度をほぼ身に付けている。 

２ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力をある
程度身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力をある程度身に付けてい
る。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法についてある程度考察
できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度をある程度身に付けている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を身に
付けようとしている。 

歴史的事項の解決に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成しよう
としている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について考察しようと
している 

民主社会を構成する市民として、
歴史的な知識や思考法を踏まえ
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
を身に付けようとしている 

 

評価方法 
 

 

定期テスト・振り返り学習・

小テストなど 

定期テスト 

小論述プリントなど 
定期テスト、小論述プリントなど  

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 



科目名 世界史β 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

山川出版社 (詳説世界史) 
山川出版社 (用語集) 
浜島書店  (アカデミア世界史) 
山川出版社 (一問一答) 
実教出版  (問題集) 

学年 

学級 
３年 自選 単位数 ３ 

教科 

担当 
佐藤慎 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

帝国主義とアジアの民族運動  

・帝国主義と列強の展開 

・世界分割と列強対立 

二つの世界大戦  

・第一次世界大戦とロシア革命 

・アジア諸国の改革と民族運動 

ヨーロッパを中心とした「世界」が形成されてい

く過程を把握するとともに、アジア・アフリカな

どの動向にも注目する。第一次世界大戦が世界に

与えた衝撃を考察し、現代世界との関係を表現す

る。 

期末考査 

まで 

二つの世界大戦  

・ヴェルサイユ体制下の欧米諸国 

・アジア、アフリカ地域の民族運動 

・世界恐慌とファシズム諸国の侵略 

・第二次世界大戦 

戦間期の世界について、地域ごとの特徴を踏まえ

て考察する。第二次世界大戦にいたる歴史的脈絡

と、その影響について理解し自分の考えを表現す

る。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

冷戦と第三世界の台頭  

・戦後世界秩序の形成とアジア諸地域の独立 

・米ソ冷戦の激化と西欧・日本の経済復興 

・第三世界の台頭と米・ソの歩み寄り 

・石油危機と世界経済の再編 

第二次世界大戦終結後の冷戦構造について理解

し、現代に直結する諸問題について考察する。

1970年代の歴史的意義について、事実をもととし

て考え、表現する。 

期末考査 

まで 

現在の世界  

・社会主義世界の変容とグローバリゼーションの進展 

・途上国の民主化と独裁政権の動揺 

・地域紛争の激化と深刻化する貧困 

・現代文明の諸相 

グローバル化とは何か、という問いについて、歴

史的な事実を踏まえて考察する。また、「現代」

が抱える様々な問題のきっかけについて理解し、

表現する。 

３

学

期 

学年末考査

まで 

・共通テスト対策 

・論述指導 

・その他講習 

他教科とのバランスを考慮しつつ、受験対策の演

習を通じて知識を確実なものとする。 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

歴史をただ覚えるのではなく、現代に繋がる過程として理解し、今日の世の中について一人ひとりが考察するきっかけ

になるよう授業展開していく。発問に対する応答や討論なども評価の規準になるため、主体的・能動的な態度で授業に

取り組むことが求められる。また、定期考査においては世界史の基礎知識の正確な理解、それを踏まえた世界史の流れ

を適切な文章として自ら表現できるかどうかも重要な評価規準となる。授業内で要約・振り返りを行い、探究的内容の

理解を深める。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を身に
付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力を身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について考察できてい
る 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度を身に付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を十分
に身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力を十分に身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について十分に考察で
きている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度を十分に身に付けている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力をほぼ
身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力をほぼ身に付けている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法についておおよそ考察
できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度をほぼ身に付けている。 

２ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力をある
程度身に付けている 

歴史的事項の解釈に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成をする
力をある程度身に付けてい
る。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法についてある程度考察
できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、歴史的な知識や思考法を踏ま
えて、積極的に社会の諸問題の解
決に向けて考察しようとする態
度をある程度身に付けている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
世界史で用いられる語句の意
味や定義を理解する力を身に
付けようとしている。 

歴史的事項の解決に向けて、
自分の意見や他者の意見を
聞きながら合意形成しよう
としている。 
 
歴史的事項の解決に向けて、
問題の本質を理解し解決の
方法について考察しようと
している 

民主社会を構成する市民として、
歴史的な知識や思考法を踏まえ
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
を身に付けようとしている 

 

評価方法 
 

 

定期テスト・振り返り学習・

小テストなど 

定期テスト 

小論述プリントなど 
定期テスト、小論述プリントなど  

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 


